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平成20年度

第31国道腎協定期総会議案書

滝川ホテル三浦華図　案内園

滝川ホテル　三浦華園

TEL : 0125-22-2101

FAX : 0125-22-2103

第31回定期総会ご案内

第31回総会を下記のように

開催いたします｡

会員､ご家族の皆様お誘い

合わせのうえご参加下さい｡

記

-　日　時　-

6月1日旧)

10:00-12:00

第31回総会

(昼食)

13:00-15:00

医療講演会
-会　場-

滝川ホテル　三浦華園

総会当日はこの議案書をご持参ください｡昼食は道腎協で用意します｡



第31回総会次第

開会のあいさつ

黙　と　　う

会長あいさつ

来賓あいさつ

祝電･メッセージ披露

議　長　選　出

講　　　　事

平成19年度活動報告

平成1 9年度決算報告

平成1 9年度会計監査報告

平成20年度活動方針(莱)

平成20年度予算(莱)

平成20年度役員紹介

スローガン(秦)

総会宣言(秦)

議　長　解　任

感謝状贈呈

閉会のあいさつ

10　00

12　00

道腎協総会記念

医療講演会　13=00よ｡

演題　1)医療崩壊:現状と打開

2)腎不全と尿路感染

3)腎機能低下時Ca,P代謝異常症への二､三の助言

講師　砂川市立病院泌尿器科　高　塚　慶　次　先生
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喜寿妻
平
成
1
 
9
年
度
は
世
界
各
地
で
異
常
気
象

が
見
ら
れ
ま
し
た
｡
日
本
に
於
い
て
も
連

日
猛
暑
と
な
り
'
地
球
温
暖
化
が
懸
念
さ

れ
た
年
で
し
た
｡

日
本
国
内
に
於
い
て
大
企
菜
は
空
前
の

収
益
を
上
げ
ま
し
た
が
､
一
部
の
企
業
は

斑
味
期
限
の
改
ざ
ん
･
偽
装
な
ど
企
業
倫

理
が
問
わ
れ
ま
し
た
｡
又
'
派
遣
社
員
と

正
社
員
､
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
な
ど
格
差
社

会
が
問
題
化
し
'
参
議
院
選
挙
に
於
い
て

は
与
野
党
が
逆
転
し
国
会
は
混
乱
し
て
い

ま
す
｡道

内
で
は
平
成
1
9
年
3
月
1
日
に
北
海

道
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
が
発
足
し

ま
し
た
｡
7
月
に
は
広
域
連
合
議
会
が
構

成
さ
れ
'
1
 
1
月
に
は
第
2
回
広
域
連
合
議

会
に
於
い
て
全
国
で
2
終
日
に
高
額
と
な

る
保
険
料
が
設
定
さ
れ
ま
し
た
o
　
こ
れ
に

関
連
し
て
北
海
道
は
､
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
に
任
意
加
入
と
な
る
障
害
者
(
6
5
歳

以
上
7
4
歳
迄
)
　
で
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

に
加
入
し
な
い
者
に
対
し
て
は
､
重
度
心

身
障
害
者
医
療
照
助
成
制
度
を
適
用
し
な

い
こ
と
を
決
め
ま
し
た
o

夕
張
市
が
財
政
再
建
団
体
の
指
定
を
受

け
全
国
的
に
話
掘
と
な
り
ま
し
た
が
､
同

は
自
治
体
の
赤
字
に
特
別
会
計
の
赤
字
も

連
結
し
て
決
算
す
る
こ
と
と
L
t
　
公
立
病

院
の
赤
字
が
問
題
化
し
再
編
成
や
広
域
連

合
化
な
ど
の
対
策
が
練
ら
れ
て
お
り
､
透

析
窮
境
の
悪
化
が
懸
念
さ
れ
ま
す
｡

道
腎
協
で
は
､
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

間
題
､
名
寄
市
立
総
合
病
院
透
析
時
間
短

縮
問
題
'
臓
器
移
植
普
及
な
ど
様
々
な
要

望
･
誠
願
活
動
を
国
や
道
庁
'
道
議
会
に

行
っ
て
き
ま
し
た
｡
そ
の
活
動
の
成
果
は

厳
し
い
も
の
で
し
た
が
'
会
員
の
皆
様
の

ご
協
力
に
よ
り
'
次
の
よ
う
に
活
動
を
展

開
出
来
ま
し
た
｡

全
腎
協
と
連
携

し
て
の
活
動

川
　
第
3
7
次
国
会
請
願
署
名
活
動

こ
の
誠
願
は
平
成
2
0
年
3
月
2
7
日
㈱
に

行
い
ま
し
た
｡

●

署

　

名

　

　

　

4

1

､

6

5

6

繋

●

募

　

金

　

1

､

6

6

2

､

1

3

1

円

(
平
成
2
0
年
3
月
3
1
日
現
在
)

第
3
6
次
全
腎
協
同
会
誠
願
は
､
平
成
川

年
7
月
5
日
㈱
衆
議
院
と
参
議
院
で
と
も

に
採
択
さ
れ
ま
し
た
｡

㈲
　
国
の
様
々
な
医
療
制
度
へ
の

要
望
活
動

平
成
1
 
9
年
日
月
_
 
2
日
付
で
診
療
報
酬
改

定
に
関
す
る
要
望
6
3
を
内
閣
総
理
大
臣
及

び
与
党
原
生
委
員
長
に
提
出
し
ま
し
た
o

診
療
報
酬
は
2
年
毎
に
改
定
さ
れ
ま
す
｡

平
成
1
 
8
年
改
定
に
お
い
て
は
エ
リ
ス
ロ
ポ

エ
チ
ン
製
剤
の
包
括
化
'
夜
間
休
日
加
算

の
引
き
下
げ
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
｡
平

成
1
 
9
年
1
 
2
月
1
 
4
日
に
は
全
腎
協
が
厚
生
労

働
省
に
対
し
て
早
期
承
認
を
求
め
る
要
望

吉
を
提
出
し
て
い
た
二
次
性
副
甲
状
腺
機

能
元
進
症
の
治
療
薬
レ
グ
パ
ラ
錠
　
(
成
分

名
シ
ナ
カ
ル
セ
ト
塩
酸
塩
)
　
の
薬
価
基
準

収
載
､
1
月
に
は
販
売
が
開
始
さ
れ
ま
し

た
o
　
又
'
平
成
2
0
年
4
月
診
療
報
酬
改
定

で
は
全
腎
協
の
運
動
が
実
り
透
析
時
間
区

分
の
復
活
が
実
現
し
ま
し
た
｡

㈱
　
臓
器
移
植
推
進
の
た
め
､
全

道
l
斉
腎
提
供
者
拡
大
街
頭

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施

平
成
1
8
年
の
全
国
の
献
幣
移
植
者
は

1
9
7
名
､
そ
の
内
北
海
道
は
1
 
2
名
'
平

成
1
 
9
年
の
全
国
の
献
腎
移
植
者
は
1
8
7

名
'
そ
の
内
北
海
道
は
1
 
0
名
と
な
り
ま
し

た
｡
道
腎
協
は
季
節
柄
全
国
に
先
駆
け
'

平
成
1
 
9
年
9
月
2
3
日
例
と
そ
の
他
各
地
域

の
行
部
な
ど
に
協
賛
し
　
｢
第
2
7
回
腎
提
供

者
拡
大
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
｣
　
を
実
施
し

ま
し
た
｡

全
道
1
 
9
ヶ
所
で
2
5
0
名
の
参
加
に
よ

り
意
思
表
示
カ
ー
ド
な
ど
約
1
万
枚
を
配

布
し
'
献
腎
移
植
へ
の
理
解
と
協
力
を
訴

え
ま
し
た
｡

㈱
　
そ
の
他
の
活
動

①
　
第
3
3
回
拙
全
腎
協
通
常
総
会

平
成
1
9
年
5
月
1
9
日
出
'
｢
第
3
3
回
胤

全
腎
協
通
常
総
会
｣
　
が
佐
賀
県
佐
朝
市
の

マ
リ
ト
ビ
ア
ブ
ラ
イ
ト
コ
ー
ト
に
於
い
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
.
道
腎
協
か
ら
は
掛
札

全
腎
協
正
会
員
が
都
合
に
よ
り
出
席
で
き

な
い
鵜
､
代
理
に
芭
木
事
務
局
長
が
出
席

し
､
平
成
1
 
8
年
度
事
業
報
告
､
会
計
監
査

報
告
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
｡

②
　
拙
全
腎
協
全
国
大
会

平
成
1
9
年
5
月
2
0
日
脚
'
｢
㈱
全
腎
協

全
国
大
会
｣
　
が
佐
賀
県
佐
賀
市
の
佐
粥
市

文
化
会
館
に
於
い
て
t
 
I
t
2
0
0
人
の

会
員
･
家
族
等
が
参
加
し
開
催
さ
れ
ま
し

た
｡
道
腎
協
か
ら
は
小
平
運
営
委
員
を
含

む
4
名
が
参
加
し
ま
し
た
｡



国会 刮�ｿ願署名.寡 刹煬級ﾊ報告平成20年3即8日現在 

地方名 ��8��b�仄b��6ﾔ���著名 剳驪� �7lB 剋闍� 

平成18年廉 兌ﾙ�ﾃ�僖�7��平成l8年度 兌ﾙ�ﾃ�僖�7��平成18年廉 兌ﾙ�ﾆﾃ僖�7��平成18年度 兌ﾙ�ﾃ�僖�7��

旭川 �2經3��3,114 都���s��62.700 ���3C��590 辻�- 

岩見沢 涛���1.131 �#ゅ����61.079 鉄�r�449 途�����6.000 

浦河 都#��560 ��3������52.000 鉄���400 ���0 

江別 田SR�660 ��"繝���22.285 �3C2�200 ���3,500 

小樽 迭ﾃ�C��4.920 ��c������130.000 �"紊3��2,540 ���經s��6.263 

オホ-ツク �����"�1.812 ��b縱澱�ll.853 鉄c��681 ���0 

北見 都�R�819 ��h�ﾃ����10.000 鉄�b�795 鉄���5.000 

釧路 �"�3���3一190 鼎づc3��180.571 �(�ﾃc���1,617 祷�ﾃ����ー4.000 

札幌 免ﾂ紊唐�ll.280 鉄S2纉c��550.786 ���經ビ�10,422 田Rﾃ##"�63′272 

静内 ��S��0 ��b�����0 塔��0 ���0 

～;BJll �3ビ�0 �3h�ﾃ����0 �##��0 免ﾂ�����0 

伊達 鼎s"�950 �#B�����22.857 �#s"�302 ���2.500 

道南 �"��c��2.541 �3��3c��48′065 ���3���- 辻�- 

十 �"繝S��4.198 �����ﾃ����177.143 ��繝SR�940 ���0 

苫小牧 �(�ﾃCc��1,566 ��sB縱���108,600 ��ﾃS�R�987 ��ゅ����0 

根室 �3Sr�348 ���0 �##r�78 ���0 

深川 ���r�117 迭�����4,500 ���b�120 �������1,500 

室蘭 ����c2�一.603 鉄��#���76.300 ���#s2�834 度�ﾃs���12.400 

紋別 鉄�B�510 ��偵����29.000 ���0 ���0 

夕張 �#C��0 姪津c���0 ��3��0 ����ﾃS���0 

留萌 田C��504 鼎b�����60.000 鉄3��430 釘ﾃ����5.000 

稚内 涛2�153 �"�����8.000 涛B�156 ���0 

士別 �#���356 ���0 �����90 ���0 

三 ��cB�159 ��"�����13一600 涛"�47 ���0 

富良野 ��湯�145 �3"�����18.910 ��モ�101 �2經���3.506 

小清水 田#��609 �������8′882 �3���269 鉄���0 

名寄 �����411 滴�ﾃ����5.000 ��c��100 ���0 

個人 合召十 �3��ﾃCsR�41,656 ��緜�����2�1,662,l3l �#rﾃ田��22.188 ��C偵S�"�122′941 

T募金配分割合｡二全腎協:地方腎友会65%､道腎協20%､全腎協15%

｣pA募金:道難病連50%､ JPA30%､道腎協20%､ -は地元難病連支告別こ納入

③
　
㈱
全
腎
協
役
員
研
修
会
課
題
別
会
議

平
成
1
 
9
年
7
月
7
日
也
･
8
日
脚
､

｢
2
0
0
7
年
度
課
題
別
会
議
｣
　
が
大
阪

府
吹
田
市
の
ホ
テ
ル
に
於
い
て
'
各
都
道

府
県
組
織
か
ら
事
務
局
長
な
ど
1
0
3
名

が
出
席
し
開
催
さ
れ
ま
し
た
｡
道
腎
協
か

ら
は
近
江
谷
幹
事
　
(
旭
川
)
･
苗
木
事
務

局
長
が
出
席
し
ま
し
た
｡
今
回
の
テ
ー
マ

は
1
日
目
が
　
｢
『
新
･
腎
疾
患
対
策
』
　
と

慢
性
腎
臓
病
-
腎
疾
患
対
策
を
国
民
的
課

題
に
｣
､
2
日
目
は
　
｢
組
織
強
化
を
考
え

実
践
し
よ
う
｣
　
と
享
っ
事
で
講
演
が
行
わ

れ
ま
し
た
｡

④
　
拙
全
腎
協
と
の
意
見
交
換
会

平
成
1
9
年
8
月
1
8
日
出
'
札
幌
市
の
K

K
R
ホ
テ
ル
札
幌
に
於
い
て
'
全
腎
協
の

油
井
会
長
'
金
子
副
会
長
'
栗
山
埋
却
と

道
腎
協
の
川
村
会
長
は
か
役
員
4
名
が
参

加
し
意
見
交
換
会
を
行
い
ま
し
た
｡
道
腎

協
か
ら
は
ブ
ロ
ッ
ク
育
成
費
に
対
す
る
要

望
な
ど
に
つ
い
て
'
全
階
協
か
ら
は
活
動

の
方
向
性
･
全
腎
協
か
ら
み
え
た
道
腎
協

の
問
題
点
な
ど
広
範
囲
に
わ
た
る
有
意
義

な
交
換
会
と
な
り
ま
し
た
｡

⑤
　
札
幌
市
民
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
｢
ス
ト
ッ

プ
　
ザ
･
慢
性
腎
臓
病
｣

平
成
1
9
年
8
月
1
9
日
脚
､
札
幌
市
民
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
　
｢
ス
ト
ッ
プ
　
ザ
･
慢
性
腎

臓
病
｣
　
が
札
幌
市
の
道
新
ホ
ー
ル
に
於
い

て
､
全
腎
協
･
道
腎
協
及
び
北
海
道
新
聞

社
の
主
催
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
C
　
会
場
満

席
の
7
0
0
人
の
参
加
者
が
各
々
メ
モ
を

と
り
な
が
ら
熱
心
に
聞
い
て
い
ま
し
た
｡

会
場
入
口
ロ
ビ
ー
で
は
'
道
腎
協
f
H
年
部

が
腎
友
会
活
動
の
パ
ネ
ル
展
示
や
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
配
布
な
ど
の
活
動
を
行
い
ま
し
た
｡

⑥
　
拙
全
腎
協
全
国
青
年
研
修
会

平
成
1
 
9
年
8
月
2
5
日
出
･
2
6
日
脚
'

｢
2
0
0
7
年
度
全
腎
協
#
年
研
修
会
(
第

1
回
だ
年
会
議
)
｣
　
が
東
京
都
の
大
森
東

急
イ
ン
に
於
い
て
'
各
都
道
府
県
組
織
か

ら
#
年
部
部
長
な
ど
8
8
名
が
出
席
し
開
催

さ
れ
ま
し
た
｡
道
腎
協
か
ら
は
梅
原
#
年

郎
副
部
長
が
出
席
し
､
グ
ル
ー
プ
討
論
会

及
び
全
体
会
を
行
い
､
#
年
部
活
動
と
地

域
会
活
動
に
い
か
に
寄
与
す
る
か
に
つ
い

て
研
修
を
行
い
ま
し
た
｡

⑦
　
第
3
4
回
拙
全
腎
協
通
常
総
会

平
成
1
9
年
1
0
月
2
0
日
出
･
2
1
日
倒
､
｢
第

3
4
回
全
腎
協
通
常
総
会
｣
　
が
東
京
都
品
川

区
の
ホ
テ
ル
に
於
い
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
｡
道
腎
協
か
ら
は
掛
札
全
腎
協
正
会
員

が
都
合
に
よ
り
出
席
で
き
な
い
鵜
'
代
理

に
笹
木
事
務
局
長
が
出
席
し
'
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
と
診
療
報
酬
改
定
へ
向
け
て

の
取
り
組
み
な
ど
の
各
活
動
報
告
に
対
し

て
論
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
Q

⑧
　
拙
全
腎
協
通
院
介
琴
支
援
事
業
交
流
会

平
成
1
9
年
日
月
3
日
f
L
･
4
日
間
　
｢
第

6
回
通
院
介
護
支
援
事
実
交
流
会
｣
　
が
東



(参　　※ (診(参(9④

京
都
台
東
区
秋
桑
原
の
ホ
テ
ル
に
於
い

て
､
各
都
道
府
県
組
織
の
役
員
な
ど
7
4
名

が
参
加
し
開
催
さ
れ
ま
し
た
｡
道
腎
協
か

ら
は
小
平
運
営
委
員
が
参
加
し
　
｢
通
院
介

護
支
援
事
実
の
現
状
と
課
題
｣
　
の
講
演
の

後
､
3
つ
の
分
科
会
に
分
か
れ
話
し
合
い

ま
し
た
｡

⑨
　
第
3
5
回
㈱
全
腎
協
通
常
総
会

平
成
2
0
年
3
月
1
 
5
日
出
･
1
 
6
日
脚
'
｢
第

3
5
回
全
腎
協
通
常
総
会
｣
　
が
東
京
都
大
森

東
急
イ
ン
に
於
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
｡

会
長
挨
拶
の
後
'
2
0
0
8
年
度
事
業
計

画
(
案
)
､
2
0
0
8
年
度
予
算
(
案
)

な
ど
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
ま
し
た
.

道
内
活
動
の

取
り
組
み

の
対
象
者
に
マ
ル
障
を
適
用
す
る
よ
う
知

事
宛
に
要
望
古
を
提
出
し
ま
し
た
｡

似
　
本
道
に
お
け
る
腎
疾
患
総
合

対
策
等
の
活
動
の
充
実

①
　
道
と
の
意
見
交
換
会

平
成
1
 
9
年
1
 
2
月
1
 
8
日
㈹
午
後
1
時
か
ら

午
後
3
時
4
0
分
迄
､
道
庁
別
館
保
健
福
祉

部
会
議
室
に
於
い
て
､
道
関
係
部
課
9
名
'

道
腎
協
目
名
の
出
席
で
　
｢
腎
疾
患
総
合
対

策
に
対
す
る
7
項
目
の
要
望
｣
　
に
つ
い
て

意
見
交
換
会
を
実
施
し
ま
し
た
｡

①
　
北
海
道
医
療
給
付
事
業
の
重
度
心
身

障
害
者
医
療
費
助
成
費
制
度
に
対
す
る

対
応
に
つ
い
て

②
　
慢
性
腎
臓
病
対
策
の
推
進
に
つ
い
て

③
　
災
害
時
に
お
け
る
透
析
医
療
の
確
保

と
患
者
の
避
難
･
移
動
の
確
保
に
つ
い

て

川
　
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助

成
制
度
(
マ
ル
障
)
負
担
増

反
対
の
活
動

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
へ
の
移
行
に
伴

い
､
マ
ル
陣
の
自
己
負
担
の
増
額
に
反
対

す
る
要
望
を
展
開
す
る
と
と
も
に
､
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
非
加
入
を
選
択
し
た
6

歳
以
上
7
4
歳
迄
の
障
害
者
に
対
し
マ
ル
陣

を
適
用
し
な
い
と
の
道
の
方
針
に
対
し

て
'
平
成
2
0
年
2
月
4
日
付
で
'
す
べ
て

透
析
患
者
の
就
労
支
援
に
つ
い
て

国
の
療
養
病
床
の
再
編
成
に
つ
い
て

腎
臓
移
植
推
進
普
及
活
動
に
つ
い
て

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
つ
い
て

詳
細
は
機
関
紙
〝
ど
う
じ
ん
″
第

1
1
8
ロ
.
u
l
に
掲
載
し
て
い
ま
す
｡

名
寄
市
立
総
合
病
院
透
析
時
間
短
縮

問
題
に
対
す
る
活
動

名
寄
市
立
総
合
病
院
に
於
い
て
'
月
･

水
･
金
の
1
郡
2
部
透
析
患
者
に
つ
い
て

は
'
1
律
透
析
時
間
3
時
間
と
し
､
4
時

間
透
析
を
必
要
と
す
る
患
者
は
火
･
木
･

土
の
み
と
す
る
問
題
が
起
き
ま
し
た
｡
道

腎
協
で
は
平
成
1
 
9
年
1
 
0
月
2
9
日
に
道
の
医

療
政
策
裸
を
訪
れ
､
名
寄
市
の
実
状
と
透

析
時
間
4
時
間
は
巌
低
必
要
時
間
で
あ
る

こ
と
を
説
明
し
'
道
の
対
応
を
要
求
し
ま

し
た
｡
平
成
1
 
9
年
日
月
1
日
に
は
'
道
の

担
当
者
が
道
腎
協
事
務
局
に
来
局
し
､
名

寄
市
の
実
状
を
説
明
し
長
時
間
透
析
を
必

要
と
す
る
医
学
的
説
明
を
求
め
て
き
ま
し

た
の
で
､
全
腎
協
に
協
力
を
依
頼
し
､
翌

日
月
2
日
に
は
'
全
腎
協
か
ら
得
た
資
料

を
道
に
提
出
し
ま
し
た
｡

平
成
1
 
9
年
日
月
6
日
付
で
'
名
寄
市
立

総
合
病
院
か
ら
名
寄
腎
友
会
会
長
あ
て

に
要
望
書
の
回
答
が
あ
り
　
｢
今
後
も
引
続

き
医
師
等
の
確
保
に
努
め
4
時
間
透
析
が

出
来
る
よ
う
な
体
制
づ
く
り
を
目
指
し
ま

す
｡
｣
　
と
あ
り
ま
し
た
｡
地
方
都
市
に
お

け
る
医
師
･
看
護
師
不
足
や
赤
字
拡
大
等

に
よ
る
透
析
室
の
存
続
聞
損
は
'
道
立
紋

別
病
院
や
美
唄
労
災
病
院
な
ど
広
が
り
を

見
せ
て
お
り
ま
す
｡
道
腎
協
と
し
て
透
析

施
設
･
透
析
時
間
の
維
持
は
今
後
も
重
点

の
一
つ
と
し
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
｡

㈱
　
道
腎
協
青
年
部
の
取
り
組
み

①
　
青
年
部
交
流
会

平
成
1
9
年
7
月
2
1
日
出
･
2
2
日
脚
に
｢
符

年
部
交
流
研
修
会
｣
　
が
屈
斜
路
湖
畔
に
あ

る
屈
斜
路
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
に
於
い
て
ー

名
の
出
席
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
｡

1
日
目
は
今
後
の
活
動
方
針
及
び
役
割

分
担
な
ど
に
つ
い
て
の
話
し
合
い
を
行
っ

た
後
'
そ
れ
ぞ
れ
の
透
析
治
療
の
状
況
や

経
験
談
な
ど
を
話
し
合
い
ま
し
た
｡
2
日

日
は
屋
外
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
企
画
し

て
い
ま
し
た
が
雨
天
の
為
'
屋
内
に
切
り

替
え
交
流
を
深
め
ま
し
た
｡

②
　
青
年
部
研
修
会

平
成
2
0
年
1
月
_
 
9
日
也
･
2
0
日
脚
に
｢
第

1
 
2
回
道
腎
協
百
年
部
交
流
研
修
会
｣
　
が
札

幌
市
の
北
海
道
難
病
セ
ン
タ
ー
に
於
い
て

1
 
6
名
の
出
席
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
｡

｢
し
っ
か
り
透
析
し
て
'
食
べ
て
'
運

動
し
て
元
気
に
な
ろ
う
｣
　
を
標
題
に
'
透

析
条
件
･
運
動
･
栄
養
状
態
な
ど
に
つ
い

て
研
修
し
た
後
'
今
年
度
の
活
動
報
告
･

次
年
度
の
活
動
計
画
に
関
す
る
会
議
を
行

い
ま
し
た
.

⑨
　
そ
の
他
の
活
動

平
成
1
9
年
8
月
1
9
日
旧
に
札
幌
市
で
開

催
さ
れ
た
市
民
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
　
｢
ス
ト
ッ

プ
　
ザ
･
慢
性
腎
臓
病
｣
　
で
は
腎
友
会
活

動
の
説
明
展
示
資
料
の
作
成
及
び
広
報
活

動
を
行
い
'
ま
た
第
3
0
回
道
腎
協
定
期
総

会
･
記
念
医
療
講
演
会
の
手
伝
い
'
役
員

研
修
会
へ
の
参
加
､
各
地
域
の
腎
提
供
拡

大
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
協
力
す
る
な
ど

槻
極
的
に
活
動
し
ま
し
た
｡



州
　
道
難
病
連
と
の
連
携
と
､
日

本
難
病
･
疾
病
団
体
協
議
会

(
1
P
A
)
の
国
会
請
願
署
名

募
金
活
動

①
　
第
3
4
回
北
海
道
難
病
連
全
道
集
会
札

幌
大
会

平
成
1
 
9
年
8
月
4
目
出
･
5
日
脚
に
｢
第

糾
回
北
海
道
難
病
連
全
道
躯
会
札
幌
大

会
｣
　
が
札
幌
市
の
か
で
る
2
･
7
に
於
い

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
｡
4
日
の
全
体
鮫
会

で
は
4
5
0
名
が
参
加
し
､
昨
年
2
件
の

難
病
の
公
柁
助
成
削
減
を
反
対
運
動
に
よ

り
撤
回
さ
せ
た
な
ど
の
話
が
あ
り
患
者
会

活
動
の
韮
変
性
を
再
認
識
し
ま
し
た
｡
翌

5
日
に
は
､
門
脳
病
部
会
分
科
会
の
医
療

講
演
会
が
会
員
･
家
族
等
閑
名
の
参
加
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
｡
管
理
栄
養
士
　
平
泉
幸
子

先
生
を
講
師
に
招
晒
し
｢
透
析
療
法
と
食
1

-
あ
な
た
の
栄
養
‥
出
を
管
理
し
ま
し
ょ
う

～
｣
と
越
し
て
｢
腎
臓
の
働
き
と
血
液
透
析
｣

｢
水
分
摂
取
H
t
.
.
i
)
　
｢
ド
ラ
イ
ウ
エ
イ
ト
｣
な
ど

の
基
礎
的
か
項
と
｢
リ
ン
･
カ
リ
ウ
ム
の
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
｣
　
な
ど
の
具
体
的
な
説
明
を

し
て
い
た
だ
き
食
少
管
理
に
つ
い
て
改
め

て
亜
変
性
を
確
認
し
ま
し
た
｡
参
加
者
か

ら
大
変
好
評
を
得
た
講
演
会
で
し
た
o

②
　
日
本
難
病
･
疾
病
団
体
協
故
会
(
1

p
A
)
国
会
請
願
･
募
金
活
動

こ
の
論
願
は
平
成
2
0
年
5
月
2
6
日
脚
に

実
施
予
定
で
す
｡

●

署

　

名

　

　

2

2

､

1

8

8

繁

●

募

　

金

　

1

2

2

､

9

4

1

円

(
平
成
2
0
年
3
月
3
 
1
日
現
在
)

③
　
他
団
体
と
の
連
携
に
つ
い
て

平
成
川
牛
日
月
1
日
㈱
道
庁
に
於
い

て
'
医
務
監
に
よ
り
北
泊
遺
透
析
医
会
会

長
大
平
整
爾
先
生
に
厚
生
労
働
大
臣
か
ら

の
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
｡
こ
れ
は

大
平
先
生
の
長
年
に
亘
る
移
植
推
進
活
動

に
対
す
る
功
紙
に
よ
る
も
の
で
す
｡

組
織
･
財
政
･
広
報

活
動
に
つ
い
て

州
　
道
腎
協
組
織
強
化
の
た
め
､

6
､
0
0
0
名
の
会
員
を
目
標

会
員
数
は
平
成
1
8
年
度
末
で

4
'
1
7
2
名
で
し
た
が
平
成
1
 
9
年
度
末

は
4
､
0
1
7
名
に
な
り
ま
し
た
｡
誠
に

残
念
な
却
で
す
が
'
平
成
1
 
9
年
3
月
3
 
1
日

に
　
｢
夕
張
肝
臓
病
友
の
会
｣
､
平
成
_
 
9
年

川
月
洲
日
に
　
｢
腎
友
会
沌
川
ク
リ
ニ
ッ
ク

透
析
者
の
会
が
解
散
｣
､
平
成
2
0
年
3
月

3
 
1
日
に
は
　
｢
静
内
腎
友
会
｣
　
が
休
会
に
追

い
込
ま
れ
ま
し
た
｡
施
設
の
閉
鎖
､
役
員

の
高
齢
化
･
体
調
悪
化
'
後
継
者
不
足
な

ど
が
原
因
と
な
っ
て
お
り
'
組
織
検
討
委

員
会
に
於
い
て
も
対
応
策
を
検
討
し
て
い

ま
す
｡
地
域
腎
友
会
活
動
に
つ
き
ま
し
て

は
'
北
見
地
方
腎
友
会
と
オ
ホ
ー
ツ
ク
腎

友
会
で
初
め
て
行
わ
れ
た
､
北
海
道
移
植

者
協
議
会
　
(
キ
ド
ニ
ー
会
)
　
と
連
携
し
て

の
　
｢
腎
移
植
を
学
ぶ
会
｣
　
開
催
に
対
し
て

助
成
金
を
支
給
し
ま
し
た
｡

㈲
　
道
腎
協
結
成
第
3
0
周
年
記
念

事
業
と
し
て
､
記
念
誌
発
刊

と
記
念
医
療
講
演
会
を
実
施

①
　
道
腎
協
結
成
3
0
周
年
記
念
医
療
講
演

会平
成
1
9
年
5
月
2
7
日
脚
に
　
｢
道
腎
協
結

成
3
0
周
年
記
念
医
療
講
演
会
｣
が
札
幌
市
の

ホ
テ
ル
ユ
ニ
オ
ン
に
於
い
て
､
会
員
･
家
族

等
1
5
0
名
の
参
加
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
Q

日
本
透
析
医
会
会
長
　
山
崎
親
雄
先
生

を
講
師
に
招
晒
し
て
　
｢
透
析
で
長
生
き
す

る
秘
訣
～
自
己
管
理
に
つ
い
て
～
｣
　
と
の

演
題
で
'
長
生
き
の
合
併
症
管
理
･
長
生

き
の
条
件
･
診
療
報
酬
と
透
析
医
療
の
田

な
ど
'
解
り
や
す
く
楽
し
い
講
演
を
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
｡

②
　
道
腎
協
結
成
3
0
周
年
記
念
誌

平
成
1
8
年
7
月
1
8
日
㈹
に
第
1
回
編
集

委
員
会
を
開
き
'
堀
井
編
張
委
員
長
ほ
か

4
名
の
編
集
委
員
に
よ
り
作
業
を
進
め
て

ま
い
り
ま
し
た
｡
平
成
1
 
9
年
4
月
に
は
｢
私

も
ひ
と
言
｣
　
コ
ー
ナ
ー
へ
の
原
稿
を
諺
集

し
'
多
く
会
員
の
皆
様
か
ら
協
力
を
い
た

だ
き
ま
し
た
｡

当
初
の
発
行
予
定
よ
り
遅
れ
て
し
ま
い

ま
し
た
が
､
無
少
発
行
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
｡

㈲
　
総
会
･
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
･

運
営
会
議
の
充
実

①
　
第
3
0
回
道
腎
協
定
期
総
会

平
成
1
 
9
年
5
月
2
7
日
脚
､
札
幌
市
の
ホ

テ
ル
ユ
ニ
オ
ン
に
於
い
て
'
来
炎
6
名
､

全
道
各
地
よ
り
会
員
･
家
族
等
1
5
0
名

の
出
席
の
も
と
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
｡

午
前
1
0
時
よ
り
総
会
が
始
ま
り
逝
去
さ

れ
た
仲
間
に
黙
と
う
を
捧
げ
､
川
村
隆
志

会
長
と
来
貨
の
挨
拶
が
あ
り
､
そ
の
後
l

連
の
議
題
が
提
案
･
承
認
さ
れ
無
事
終
了

し
ま
し
た
｡

前
日
　
(
2
6
日
)
　
は
､
札
幌
市
の
定
山
渓

温
泉
ホ
テ
ル
ミ
リ
オ
ー
ネ
に
於
い
て
'
総

会
に
向
け
て
の
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
を
行
い
各

自
の
役
割
分
担
等
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま

し
た
o
　
そ
の
後
'
同
ホ
テ
ル
に
於
い
て
｢
道

腎
協
結
成
3
0
周
年
記
念
交
流
会
｣
　
が
開
催

さ
れ
'
全
道
各
地
の
会
員
が
災
い
様
々
な

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
な
ど
を
楽
し
み
な
が
ら

交
流
を
深
め
ま
し
た
｡

②
　
平
成
1
 
9
年
度
第
1
回
運
営
会
議

平
成
1
9
年
6
月
2
3
日
明
　
札
幌
市
の
ホ

テ
ル
ユ
ニ
オ
ン
に
於
い
て
1
 
2
名
の
出
席
で
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開
催
し
'
第
3
0
回
道
腎
協
定
期
総
会
の
報

告
･
平
成
1
 
9
年
度
活
動
方
針
の
具
体
化
･

道
庁
と
の
意
見
交
換
会
な
ど
に
つ
い
て
論

議
さ
れ
ま
し
た
｡

③
　
平
成
1
 
9
年
度
第
2
回
運
営
会
議

平
成
1
 
9
年
9
月
1
 
5
日
血
､
札
幌
市
の
ホ

テ
ル
ユ
ニ
オ
ン
に
於
い
て
目
名
の
出
席
で

開
催
し
､
道
と
の
意
見
交
換
会
'
第
2
7
回

腎
臓
移
植
普
及
推
進
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
､
第
3
7
次
国
会
訴
願
署
名
･
募
金
活
動

な
ど
に
つ
い
て
論
議
し
ま
し
た
｡

④
　
平
成
1
 
9
年
度
第
3
回
運
営
会
洗

平
成
2
0
年
2
月
2
3
日
出
･
別
日
脚
'
札

幌
市
の
K
K
R
札
幌
に
於
い
て
1
 
2
名
の
出

席
で
開
催
し
､
道
腎
協
1
 
0
月
以
降
の
主
な

活
動
報
告
'
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
関

す
る
取
り
組
み
な
ど
に
つ
い
て
論
議
し
ま

し
た
｡

⑤
　
第
6
2
回
拙
全
腎
協
北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク

会
議

平
成
1
9
年
4
月
1
5
日
出
･
1
6
日
脚
､
札

幌
市
の
ホ
テ
ル
ユ
ニ
オ
ン
に
於
い
て
役
員

3
2
名
の
出
席
に
よ
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
｡

各
地
域
腎
友
全
組
織
活
動
報
告
､
第
3
2
回

全
腎
協
通
常
総
会
報
告
'
道
腎
協
結
成
3
0

周
年
記
念
却
菜
､
地
域
腎
友
全
組
織
助
成

金
な
ど
に
つ
い
て
論
議
し
ま
し
た
｡

⑥
　
第
6
3
回
㈱
全
腎
協
北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク

会
議

平
成
1
9
年
_
0
月
1
3
日
出
･
1
4
日
例
'
札

幌
市
の
ホ
テ
ル
ユ
ニ
オ
ン
に
於
い
て
役
員

3
3
名
の
出
席
に
よ
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
｡

各
地
城
野
友
全
組
織
活
動
報
告
'
道
腎
協

前
期
活
動
報
告
'
道
腎
協
前
期
会
計
報
告
､

第
3
7
次
国
会
請
願
署
名
･
募
金
運
動
な
ど

に
つ
い
て
論
議
し
ま
し
た
.

⑦
　
道
腎
協
組
械
検
討
委
員
会

役
員
改
送
を
機
に
'
新
メ
ン
バ
-
を
加

え
第
2
次
組
織
検
討
委
員
会
を
立
ち
上

げ
'
第
1
次
組
織
委
員
会
の
成
果
及
び
探

題
を
引
き
継
ぎ
'
組
織
強
化
策
の
稲
み
上

げ
を
図
り
ま
し
た
｡

第
1
回
組
織
検
討
委
員
会
は
平
成
1
 
9
年

6
月
別
日
脚
に
今
後
の
テ
ー
マ
及
び
日
程

に
つ
い
て
討
議
L
t
第
2
回
組
織
検
討
委

員
会
は
平
成
_
 
9
年
9
月
1
 
6
日
脚
に
地
域
腎

友
会
の
抱
え
る
問
題
点
･
郵
務
局
体
制
の

強
化
･
後
継
役
員
の
育
成
に
つ
い
て
討
議

し
ま
し
た
.
窮
3
回
組
織
検
討
委
員
会
は

平
成
1
 
9
年
1
 
2
月
1
 
8
日
地
に
地
域
腎
友
会
活

動
の
活
性
化
'
組
織
検
討
要
員
会
の
強
化

な
ど
に
つ
い
て
討
議
し
ま
し
た
｡
第
4

回
組
織
検
討
委
員
が
平
成
2
0
年
3
月
2
2
日

出
･
2
3
日
脚
に
新
規
委
員
を
交
じ
え
て
､

地
域
腎
友
全
組
織
助
成
金
･
機
関
誌
｢
ど

う
じ
ん
｣
な
ど
に
つ
い
て
討
議
し
ま
し
た
｡

討
議
内
容
に
つ
い
て
は
､
組
続
検
討
委

員
会
開
催
の
都
度
､
報
告
吉
に
て
役
員
及

び
各
地
域
腎
友
会
に
詳
細
を
報
告
し
て
お

り
ま
す
｡

㈱
　
役
員
研
修
会
を
開
催

平
成
1
 
9
年
1
 
0
月
1
 
4
日
m
t
　
札
幌
市
の
ホ

テ
ル
ユ
ニ
オ
ン
に
於
い
て
拙
全
腎
協
常
務

理
事
　
栗
原
紘
隆
氏
を
講
師
に
招
晒
し
'

役
員
4
0
名
の
参
加
で
研
修
会
を
開
催
し
ま

し
た
｡｢

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
課
題
･
平

成
2
0
年
度
診
療
報
酬
制
度
改
定
に
つ
い

て
｣
　
を
テ
ー
マ
に
医
療
制
度
全
般
に
わ

た
っ
て
の
解
説
と
全
腎
協
の
取
り
組
み
な

ど
を
研
修
し
ま
し
た
｡

㈱
　
腎
臓
移
植
基
金
募
金
活
動

今
年
度
も
募
金
活
動
を
実
施
し
2
5
､

9
5
9
円
全
緬
を
'
平
成
2
0
年
3
月
2
4
日

脚
北
海
道
腎
臓
バ
ン
ク
に
寄
付
し
ま
し
た
｡

㈲
　
機
関
誌
〝
ど
う
じ
ん
〟
の
年

5
回
(
議
案
書
含
む
)
　
の
発

行
と
､
役
員
に
全
腎
協
発
行

｢
医
療
通
信
｣
　
の
配
布

今
年
度
は
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
関

す
る
特
典
や
2
度
の
医
療
講
演
会
の
講
演

内
容
を
掲
載
す
る
な
ど
'
定
期
に
発
刊
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
｡
編
集
委
員
及

び
寄
稿
さ
れ
ま
し
た
皆
様
に
感
謝
致
し
ま

す
｡

ま
た
'
全
腎
協
か
ら
の
｢
医
療
通
信
｣
を

役
員
･
各
地
域
腎
友
会
に
配
布
し
ま
し
た
D



平成1 9年度一般会計決算報告
自　平成19年4月1日

(収入の部)至平成20年3月31日 

科目 冰ﾈ螽ｧ｢�決罪俄 ������ｲ�備考 

会費 ��ゅ�c�ﾃ����16,289,700 涛��"�前年度分 

会費未納分 �33Bﾃ鉄��345,800 ���2�"�

配分交付金 �3�づ����328,000 ���2���道の助成金 

寄附金 鉄������540,000 �����ﾃ��

物品販売益 ����ﾃ����237,849 �#3r繧�どうじん広告料 

広告料 犯ﾄ�ﾃ����330.0()0 塔"ﾃR�

雑収入 鉄������65,423 ��3�繧�

運営安定会計繰入金 ��ﾃ3��ﾃ����1,200,000 涛"�2� 

小計 �#�ﾃc�"ﾃ鉄��19,36,772 涛2繧� 

前期繰越金 鉄c津��b�569,81ti ������� 

合計21,182,766 �19,906,588 涛B��� 

(支出の部) 

科目 剽¥算額 佇亥ｨｧ｢�a/ /0 儖Xﾖﾂ�

会議費 �1,150,000 塔#づ�cB�72.0 ��

運営会議費 田��ﾃ����503,689 塔2纈�旅費､会場費6,9､2月開催 

役員研修会費 �#��ﾃ����110.835 鉄R紕�10月 

全腎協参加費 �"ｓ�ﾃ����107,390 鉄2縒�大会.交流会費 

難病連参加費 ��S������106,250 都�繧�全道集会(札幌)他 

負担金 �7,879,000 途ﾃ#c2ﾃゴ��83.7 ��

加盟分担金 ��3津����139.000 �������難病連 

全国会負担金 途ﾃsC������7.124,850 涛"���全腎協 

:.Jt業敢 �5,780,000 釘ﾃc湯ﾃ�3B�81.3 ��

総会柴 ��ﾃs��ﾃ����i.462.963 塔h�ｳ��札幌(議案=方含む) 

機関紙費 �"ﾃ3��ﾃ����1,925,716 塔2縒�4回発行､医療通信､ぜんじんきよう他発送 

活動費 ��ﾃc��ﾃ����1,173,650 都2紕�

i7年部活動柴 ����ﾃ����137,605 都b紕�

事務局運営玲 �4,558,000 �2ﾃ田bﾃS迭�87.0 ��

通信費 鉄�ﾃ����･17,250 涛B絣�切手他 1ケ月84,000円 

事務用品蹄 售��ﾃ����37,089 涛"縒�

新F茸l図;市費 鉄�ﾃ����65,650 ��3��2�

交通費 ��S�ﾃ����108,280 都"�"�

秦.iモ ��ﾃ��づ����1,008.000 �������

屯話糊 ��3�ﾃ����113,291 塔r���パソコン通信他 

雑費 ��S�ﾃ����157,062 ���B縒�振替他 

水道光熱費 �#��ﾃ����176,㈹0 塔ゅ2�水道､磁気､ガス料金 

備品費 �#S������269,913 ���ゅ��コピ-リ-ス他 

堤を弔費 塔�ﾃ����4,557 迭縒�事務局長.アルバイト 

事務局手当 痴"ﾃC��ﾃ����1,948,430 塔��"�

法定福利費 鉄�ﾃ����30.383 田�繧�労災保険 

予備費 �815,766 ���0.0 ��

運営安定会計練出金 冓,000.000 �"ﾃ���ﾃ����290.0 ��

次期繰越金 �- �#Cづ�CR� ��

合計 �21,182,766 ��偵��bﾃSモ�94.0 ��

-8-



平成1 9年度特別会計決算報告
日　平成19年4月1日

(収入の部)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　至　平成20年3月31日

科目 冰ﾈ螽ｧ｢�決算額 儖Xﾖﾂ�

北海道ブロック育成費 塔Crﾃ����847,000 ��9�Hｺh.h.��

国会謂願募金 鼎��ﾃ����361,995 ��

キャンペーン売上金 �#S�ﾃ����167,6()0 �4ﾈ88987��ｸ98ｵ胃��

募金箱 �3�ﾃ����25,959 ��I��ｩ��ｮ霎��

雑収入 鼎���1,629 ��

運営安定会計繰入金 ��ﾃ���ﾃ����1,000,000 ��

前期繰越金 �3�Bﾃ��b�314,106 ��

合計 �"ﾃイ�ﾃS�b�2,718.289 ��

科目 剽¥算額 佇亥ｨｧ｢�備考 

ブロック会議 �1,300,000 涛モﾃ#コ�4､10月開催 

用品購入代 �250,000 ��s"ﾃC���キャンペーン宣材 

地域患者会組絞助成金 �1,000,000 �3��ﾃ����10腎友会 

移植推進活動 ��50,000 �#�ﾃSS�� 

雑 ��30.000 �#づ�S2�発送費 

通信費 �10.000 ��ﾃCC�� 

腎臓移植基金 �30,000 �#Rﾃ鉄��道腎バンクへ寄附 

予備費 �71.506 ��� 

運営安定会計繰出金 �100,000 ��ﾃ�S�ﾃ���� 

次期繰越金 �- 鉄�經�"� 

合計 �2,841,506 �"ﾃs�づ#ヲ� 

平成1 9年度30周年記念積立金決算報告
自　平成19年4月1日
至　平成20年3月31日

科目 冰ﾈ螽ｧ｢�決穿額 儖Xﾖﾂ�

今期積立金 ��ﾃ���ﾃ����1,000,000 ��

受取利息 �3���5,216 ��

前期繰越金 �2ﾃ���ﾃC�"�3,000,412 ��

合計 售�ﾃ���ﾃs�"�4,005,628 ��

科目 冰ﾈ螽ｧ｢�決罪宙 儖Xﾖﾂ�

記念誌 �"ﾃS��ﾃ����2,566,200 ��

交流会費 鉄��ﾃ����60,410 ��

実行委員会費 �3��ﾃ����131.239 ��

通信費 鉄�ﾃ����5,560 ��

予備費 田S�ﾃs�"�0 ��

次期繰越金 ���1,242,219 ��

合計 釘ﾃ���ﾃs�"�4,005,628 ��

平成1 9年度備品積立金決算報告
自　平成19年4月1日
至　平成20年3月31日

科目 冰ﾈ螽ｧ｢�決算額 儖Xﾖﾂ�

今期積立金 鉄�ﾃ����50,000 ��

受取利息 �#���200 ��

前期繰越金 �3�Bﾃイ��304,841 ��

合計 �3SRﾃ�C��355,041 ��
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平成1 9年度運営安定会計決算報告
自　平成19年4月1日
至　平成20年3月31日

科目 冰ﾈ螽ｧ｢�決罪額 儖Xﾖﾂ�

受取利息 都���4,452 ��

繰入金 ��ﾃ���ﾃ����3,950,970 �ｩLｨ檍ﾇc#��iﾊI<�¥｣��YiﾊI���S都�iﾂ�

前期繰越金 澱ﾃ��"ﾃc澱�6.012,696 ��

合計 途ﾃ��2ﾃ3澱�9,968,118 ��

科目 冰ﾈ螽ｧ｢�決算額 儖Xﾖﾂ�

繰出金 �2ﾃ3S�ﾃ����3,250,000 �ｩLｨ檍ﾇc�#�iﾊI<�¥｣���iﾊIOYV添iﾊC3��D����iﾂ�

予備幾 �2ﾃsc2ﾃ3澱�0 ��

次期繰越金 辻�6,718,118 ��

合計 途ﾃ��2ﾃ3澱�9,968,118 ��

平成1 9年度災害義援金決算報告
自　平成19年4月1日
至　平成20年3月31日

科目 冰ﾈ螽ｧ｢�決算額 儖Xﾖﾂ�

受取利息 ��ﾃS���5,775 ��

前期繰越金 �2ﾃc�2ﾃ��R�3,693,015 ��

合計 �2ﾃc釘ﾃS�R�3,698,790 ��

平成1 9年度退職給与引当金決算報告
自　平成19年4月1日
至　平成20年3月31日

科目 冰ﾉ�ｨｧ｢�決穿額 儖Xﾖﾂ�

受取利息 ���888 ��

今期繰入金 ���0 ��

前期繰越金 ��ﾃ#3bﾃ��"�1,236,082 ��

合計 ��ﾃ#3bﾃ��"�1,236,970 ��

科目 冰ﾈ螽ｧ｢�決算額 儖Xﾖﾂ�

繰出金 ��ﾃ#3bﾃ��"�1,236,000 ����Xｾ�ｼ����YD竕���Xｾ�ｴｹ.�,�.h.育瓜R��

繰出金 辻�970 �阮8��.��h-b�

合計 白ﾃ#3bﾃ��"�1,236.970 ��

会計監査報告
平成19年度決算書に基づき､関係帳簿､領収書､預金通帳等を厳正に

精査した結果､決算書の通り相違なく､いずれも正確､妥当である事を

報告いたします｡
平成20年4月3日

会計監査役　野　原　寿　二　⑳

会計監査役　福　原　真理子　㊨
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平
成
2
0
年
度
活
動
方

平
成
1
 
9
年
度
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
'

国
政
は
参
議
院
議
員
逮
挙
で
与
野
党
が
逆

転
し
衆
参
両
議
院
の
ね
じ
れ
現
象
化
が
お

き
'
与
野
党
と
も
に
国
民
生
活
を
無
視
し

た
政
権
争
い
を
繰
り
広
げ
停
滞
し
っ
つ
あ

り
ま
す
｡
経
済
的
に
は
原
油
高
騰
の
余
波

か
ら
諸
物
価
は
上
昇
し
国
民
の
憶
を
直
撃

し
て
お
り
ま
す
｡
私
た
ち
透
析
患
者
を
取

り
巻
く
医
療
制
度
で
は
4
月
か
ら
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
が
始
ま
り
ま
し
た
が
'
北

海
道
の
保
険
料
は
全
国
で
福
岡
殿
に
次
い

で
高
額
に
な
っ
て
お
り
ま
す
｡

又
､
道
内
の
公
立
病
院
の
多
く
は
拡
大

す
る
赤
字
に
悩
み
'
多
く
の
病
院
で
は
医

師
･
看
謹
師
不
足
な
ど
に
よ
り
透
析
医
療

の
後
退
が
み
ら
れ
ま
す
｡
私
た
ち
透
析
患

者
の
医
療
及
び
社
会
保
障
制
度
が
こ
れ
以

上
後
退
し
な
い
よ
う
に
す
る
為
に
も
､
減

少
し
っ
つ
あ
る
会
員
数
を
増
加
さ
せ
組
織

率
を
ア
ッ
プ
し
､
国
や
道
に
対
し
物
申
す

こ
と
の
で
き
る
患
者
団
体
で
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
｡

会
員
皆
で
困
難
に
立
ち
向
か
い
'
一
致

団
結
し
て
こ
れ
か
ら
の
問
題
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
し
ょ
う
｡

全
腎
協
と
連
携

し
て
の
活
動

M
　
第
3
8
次
国
会
請
願
署
名
活
動
に
取
り

組
み
ま
す
｡

今
年
も
全
町
協
と
密
接
な
連
携
を
取

り
､
早
期
に
署
名
用
紙
の
配
布
に
努
め

ま
す
｡
こ
れ
ま
で
の
署
名
活
動
に
よ
り
､

慢
性
腎
臓
病
戦
略
研
究
に
着
手
さ
せ
る

な
ど
の
成
果
も
挙
げ
て
お
り
ま
す
｡
今

年
度
も
目
標
5
0
､
0
0
0
筆
と
し
道
腎

協
の
総
力
を
結
集
し
て
取
り
組
み
ま
す
｡

似
　
国
の
様
々
な
医
療
制
度
へ
の
要
望
活

動
に
取
組
み
ま
す
｡

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
･
診
療
報
酬

の
改
定
な
ど
国
の
医
療
福
祉
に
関
す
る

改
悪
等
に
､
全
国
の
仲
間
と
連
携
し
て

活
動
し
て
い
き
ま
す
｡

腎
提
供
者
拡
大
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

実
施
し
ま
す
｡
各
地
域
腎
友
会
に
お
き

ま
し
て
は
'
各
地
の
行
部
な
ど
に
連
携

し
効
果
的
な
キ
ヤ
ン
ぺ
-
ン
実
施
日
を

設
定
し
て
下
さ
い
｡
尚
'
移
植
実
施
者
･

移
植
希
望
登
録
者
へ
の
参
加
を
促
し
広

く
道
民
に
訴
え
る
運
動
を
し
て
い
き
ま

す
｡

道
内
活
動
の

取
り
組
み

川
　
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
制
度

(
マ
ル
障
)
負
担
増
反
対
の
活
動
に
取

り
組
み
ま
す
｡

老
人
医
療
制
度
の
改
革
に
よ
る
マ
ル

陣
の
負
担
増
に
反
対
し
'
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
の
任
意
加
入
者
に
対
す
る
マ

ル
陣
の
適
用
を
強
く
求
め
て
運
動
し
ま

す
｡

師
･
看
護
師
不
足
な
ど
に
よ
り
透
析
医

療
の
環
境
は
か
つ
て
無
い
ほ
ど
悪
化
し

つ
つ
あ
り
ま
す
｡
又
'
道
及
び
市
町
村

は
､
財
政
悪
化
を
理
由
に
福
祉
対
策
を

後
退
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
｡
こ
れ

ら
の
動
き
に
対
し
透
析
患
者
の
立
均
を

鮮
明
に
L
t
　
様
々
な
活
動
を
穏
極
的
に

展
開
し
て
い
き
ま
す
｡

㈱
　
道
腎
協
青
年
部
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
｡

今
年
度
も
前
年
度
同
様
に
'
研
修
会
･

交
流
会
を
通
じ
て
符
年
部
部
員
の
発
掘

や
道
腎
協
行
事
へ
の
協
力
を
積
極
的
に

進
め
ま
す
｡

州
　
道
難
病
連
と
の
連
携
を
強
め
､
日
本

難
病
･
疾
病
団
体
協
議
会
(
1
P
A
)

の
国
会
請
願
署
名
募
金
活
動
な
ど
に
取

り
組
み
ま
す
｡

私
た
ち
透
析
患
者
も
I
P
A
の
一
員

と
し
て
'
患
者
の
要
望
を
伝
え
る
国
会

請
願
署
名
募
金
活
動
に
協
力
し
て
い
き

ま
す
｡
全
道
の
難
病
連
支
部
で
の
活
動

や
全
道
集
会
に
参
加
し
て
い
き
ま
す
｡

凧
　
臓
器
移
植
推
進
の
為
､
全
道
一
斉
腎

提
供
者
拡
大
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
　
㈲

施
し
ま
す
｡

今
年
は
9
月
2
8
日
脚
に
､
全
道
l
斉

本
道
に
お
け
る
腎
疾
患
総
合
対
策
等

の
活
動
の
充
実
を
進
め
ま
す
｡

道
内
公
立
病
院
の
赤
字
拡
大
や
医



規約第6条第2項により会員は文書でご意見

を述べることができます｡活動方針案等に対し､

ご意見を書いてお送りください｡

送付先: 〒01ト0017

札幌市北区北17条西2丁目2 -38

サザンアベニュー北大101道腎協

FAX Ol1-74710217

5月26日必着
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組
織
･
財
政
･
広
報

活
動
に
つ
い
て

州
　
道
腎
協
組
械
強
化
の
た
め
､
6
､
0
0

0
名
の
会
員
を
目
標
に
努
め
ま
す
｡

会
員
拡
大
の
中
枢
と
な
る
地
域
腎
友

全
組
織
強
化
の
為
'
近
隣
地
腎
友
会
が

合
同
で
行
う
医
療
講
演
会
･
交
流
会
･

な
ど
に
道
腎
協
か
ら
助
成
処
理
を
行
い

ま
す
｡
又
'
地
域
腎
友
会
活
性
化
の
為
'

役
員
会
及
び
行
事
な
ど
に
役
員
を
派
遣

す
る
よ
う
努
め
ま
す
｡

似
　
総
会
･
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
･
運
営
会
譲

の
充
実
に
努
め
ま
す
｡

●
総
　
会

一
人
で
も
多
く
の
会
員
に
参
加
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
広
報
に
努
め
ま

す
C

●
ブ
ロ
ッ
ク
会
議

地
域
腎
友
全
組
織
か
ら
の
オ
ブ

ザ
ー
バ
ー
の
参
加
助
成
を
維
持
し
'

参
加
者
を
増
す
こ
と
に
よ
り
後
継
役

員
の
育
成
を
図
り
ま
す
｡

●
運
営
会
議

各
運
営
委
員
及
び
道
腎
協
郵
務
局

と
の
意
志
疎
通
を
図
り
､
効
果
的
な

会
議
を
運
営
し
会
務
に
反
映
し
ま

す
｡

㈱
　
役
員
研
修
会
を
開
催
し
ま
す
｡

地
域
腎
友
全
役
員
が
多
数
参
加
で
き

る
よ
う
に
､
今
年
度
も
役
員
以
外
1
名

の
助
成
と
､
札
幌
市
以
外
の
地
域
で
実

施
す
る
こ
と
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
｡

㈱
　
腎
臓
移
植
基
金
募
集
活
動
を
進
め
ま

す
｡

移
植
啓
発
活
動
推
進
に
少
し
で
も
役

立
つ
よ
う
'
今
年
度
も
即
北
海
道
腎
臓

バ
ン
ク
に
全
額
寄
付
し
ま
す
｡
8
月
･

2
月
を
回
収
月
に
し
ま
す
｡

㈲
　
機
関
誌
″
ど
う
じ
ん
″
の
年
5
回
(
読

案
書
含
む
)
　
の
発
行
と
､
役
員
に
全
腎

協
発
行
｢
医
療
通
信
｣
の
配
布
に
努
め

ま
す
｡医

療
講
演
会
'
医
療
保
険
制
度
､
公

費
医
療
制
度
､
鼠
新
の
社
会
保
障
制

度
変
更
な
ど
を
主
に
掲
載
し
て
い
き
ま

す
｡
特
に
医
療
講
演
会
は
講
演
内
容
を

す
べ
て
掲
載
し
ま
す
｡

又
､
道
腎
協
･
地
域
腎
友
会
の
活
動

状
況
が
'
す
べ
て
の
会
員
に
伝
わ
る
よ

う
な
内
容
が
充
実
し
た
紙
面
に
し
た
い

と
思
い
ま
す
｡

㈲
　
新
医
療
法
等
'
患
者
さ
ん
に
対
す
る

医
療
･
福
祉
の
情
報
を
早
く
お
知
ら
せ

す
る
よ
う
に
､
緊
急
な
も
の
は
機
関
誌

〟
ど
う
じ
ん
〟
臨
時
号
を
発
行
し
ま
す
｡



平成20年度一般会計予算(秦)
自　平成20年4月1日

(収入の部)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　至　平成21年3月31日

科目 佇亥ｩ|2�予算額 俔ﾉ�ﾉNB�備考 

会や ��bﾃ#ヲﾃs���17,640,000 塔R���Ll.200名×@Ll,200 

会津未納分 �3CS����433650 �"���

配分交付金 �3#づ��ｒ�326,000 ��綯�難病連を通じて道からの助成金 

:解禁収入 寄附金 鉄C�ﾃ����400,000 20000 白纈����R�チラシ折込料､紹介料他 

物品販売益 �#3rﾃイ��20,00(ー ����R�物品､本の販売 

広告料 �33�ﾃ����380,000 ��纈�どうじん広告料 

雑収入 田R紊#2�50,000 �����受取利息他 

運営安定会計繰入金 ��ﾃ#��ﾃ����1,500,000 途�"� 

小計 ��津33b縱s"�20,769,650 ������� 

前期繰越金 鉄c津��b�248,045 �� 

合計 ��津��bﾃSモ�21,017,695 �� 

科目 剏�Z額 冰ﾈ螽ｧ｢�構成比 儖Xﾖﾂ�

会議費 �828,164 ��ﾃ���ﾃ����5.2 ��

運営会議費 鉄�2ﾃcヲ�500,000 �"紕�旅費､会場費､6､9､3月開催 

役員研修会費 ����ﾃ�3R�200,000 �����10月地域腎友会役員以外1名 

全腎協参加費 ���rﾃ3���150,000 ��縒�大会(笛山県1名)､他 

難病連参加費 ���b�#S��250,000 �����全道集会(七飯町)､他 

負担金 �7,263,850 途ﾃc唐ﾃ����36.6 ��

加盟分担金 ��3津����138,00O ��縒�難病連へ 

全国会負担金 途ﾃ�#Bﾃゴ��7,560,000 �3R纈�4,200名×1,800円(全腎協) 

二や業費 �4,699,93Ll 迭ﾃC��ﾃ����26.1 ��

総会費 ��ﾃCc"ﾃ田2�1,700,000 唐���(議案讃含む)滝川市開催 

機関誌費 ��ﾃ�#Rﾃs�b�2.000,000 湯絣�4回発行､医療通信､発送費含む 

活動費 ��ﾃ�s2ﾃcS��1,600,000 途綯�会長､役員活動他 

与暮;-年部活動費 ��3rﾃc�R�180,000 ��纈�交流会.勉強会 

;LJf務局運営費 �3.966,595 釘ﾃ3sづ����20.8 ��

通信費 鼎rﾃ#S��50,000 ���"�切手代他 

事務用品資 �3s�ヲ�LlOOOO ����

新rBJ図二市費 田RﾃcS��60,000 ���2�新聞代､他 

交通費 ���づ#���120000 ��綯�

家賃 ��ﾃ��づ����1.008,000 釘纈�84,000×12ケ月 

屯話料 ���2ﾃ#���130,000 ��綯�電話料､パソコン通信 

雑件 ��Srﾃ�c"�220,000 �����振り込み料他 

水道光熱費 ��sbﾃc���190,000 ��纈�水道､噴気､ガス料金 

備品費 �#c津��2�270,000 ��ﾃ2�コピーリース他 

慶弔費 鼎SSr�50000 ���"�

事務局手当 ��ﾃ鼎づC3��2,200,000 ���絣�事務局長､アルバイト 

法定福利費 �3�ﾃ3�2�40,000 �����雇用保険(1名) 

予備費 �0 鼎c�ﾃc迭�2.2 ��

運営安定会計繰出金 �2,900,000 ��ﾃ���ﾃ����9.1 ��

次期繰越金 �248,045 辻� ��

合計 �19,906,588 �#�ﾃ��rﾃc迭�100.0 ��
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平成20年度特別会計予算(秦)
自　平成20年4月1日

(収入の部)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　至　平成21年3月31日

科目 剏�Z額 冰ﾈ螽ｧ｢�備考 

北海道ブロック育成費 �847.000 塔Crﾃ����全腎協より 

国会言 偃xｮ運Xｾ��361,995 �3S������20% 

キャンペーン売上金 �167,600 �#��ﾃ����キャンペーン宜材 

募金箱 �25,959 �3�ﾃ���� 

雑収入 �1,629 �"ﾃ����受取利息他 

運営安定会計繰入金 �1,000,000 ��ﾃ#��ﾃ���� 

前期繰越金 �314,106 鉄�ﾃS�"� 

合計 �2,718,289 �"ﾃc��ﾃS�"� 

科目 佇亥ｨｧ｢�予算額 儖Xﾖﾂ�

ブロック会議 涛モﾃ#コ�1,300,000 釘���ﾈ隍ｨﾜ2���ﾈ闃��ﾈ､ｨﾜ2��

用品購入代 ��s"ﾃC���200,000 �4ﾈ88987��ｸ98ｵ胃韆I?ﾈ.｢�

地域患者会組織助成金 �3��ﾃ����I,000.000 ��

移植推進活動費 �#�ﾃSS��30,000 ��

雑費 �#づ�S2�40,000 ��俤飩ﾙ�yN��ﾂ�

通信費 ��ﾃCC��5,000 ��

臓器移植基金 �#R纉S��30,000 ��I��6�984�-hｯ�WB�

予備費 ���75,592 ��

運営安定会計繰出金 ��ﾃ�S�ﾃ����0 ��

次期繰越金 鉄�ﾃS�"�- ��

合計 �"縱�づ#ヲ�2,68(),592 ��

平成20年度30周年記念積立金予算(秦)
自　平成20年4月1日
至　平成21年3月31日

科目 佇��ｨｧ｢�予算額 儖Xﾖﾂ�

今期積立金 ��ﾃ�ｓ�ﾃ��ｒ�0 ��

受取利息 ��Rﾃ#�b�2,000 ��

前期繰越金 �2ﾃ���ﾃC�"�1,242,219 ��

合計 售�ﾃ��Rﾃc#��1,244,219 ��

科目 剏�Z額 冰ﾈ螽ｧ｢�備考 

記念誌 �2,566,200 ��� 

交流会費 �60,410 ��� 

通信費 �5,560 ����ﾃ���� 

実行委員会 ��131,239 ��� 

予備費 �0 ��ﾃ�CB�#��� 

次期繰越金 �1,2∠12,219 ��� 

合計 �4,005,628 ��ﾃ#CBﾃ#��� 
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平成20年度備品積立金予算(秦)
自　平成20年4月1日
至　平成21年3月31日

科目 佇亥ｩ���予算額 儖Xﾖﾂ�

今期桃立金 鉄�ﾃ����50,000 ��

受取利息 �#���200 ��

前期繰越金 �6��vﾂﾃイ��355,0∠11 ��

合計 �3SRﾃ�C��405,241 ��

平成20年度運営安定会計予算(秦)
自　平成20年4月1日
至　平成21年3月31日

科目 佇亥ｨｧ｢�予芽額 儖Xﾖﾂ�

受取利息 氾�ﾃCS"�5,000 ��

繰入金 �2ﾃ鉄�訝都��1,i)00,000 �ｩL｣���iﾂ�

前期繰越金 澱ﾃ��"ﾃc澱�6,718,118 ��

合計 湯ﾃ田づ����8,623,118 ��

科目 佇亥ｨｧ｢�予算額 儖Xﾖﾂ�

繰出金 �2ﾃ#S�ﾃ����3,250,000 �ｩL｣�S�iﾂ�<��#�iﾂﾉOSYiﾂﾃ3��S�iﾂ�

予備費 ���5,373,118 ��

次期繰越金 澱ﾃs�づ����- ��

合計 湯纉cづ����8,623,118 ��

平成20年度災害義援金予算(秦)
自　平成20年4月1日
至　平成21年3月31日

科目 佇亥ｨｧ｢�予算額 儖Xﾖﾂ�

受取利息 迭ﾃssR�6,000 ��

前期繰越金 �2ﾃc�2���R�3.698,79O ��

合計 �2ﾃc唐縱���3.704,790 ��

平成20年度35周年記念積立金予算(案)
自　平成20年4月1日
至　平成21年3月31日

科目 佇亥ｨｧ｢�予算額 儖Xﾖﾂ�

受取利息 ���0 ��

今期手a立金 ���500,000 ��

合計 ���500,000 ��
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平成20年度スローガン(秦)

ll 1 l　　　　■　　　1　　1　~

H

■→

昌　一､後期高齢者医療制度加入の有無に関わらず重度心身

呂　　障害者医療費助成制度の適用を!
■ ■

:　一､本道における腎疾患総合対策の充実を!
;.

:一､全道どこでも自己の生活圏で透析を受けられる地域
H

岩　　　医療の充実を!
H

呂　一､腎臓移植推進の道民啓発活動の拡大を!
ド

ド

㌔　一､強固な組織､会員6,000名の道腎協を!
:i

:　一､国会請願署名､ 50,000筆を目標に取り組みを!
H

u｡T｡=T｡=一｡TJT｡T｡:工｡:T｡=こ｡==｡=｡=工｡=｡=｡=｡==｡二二｡=上｡=｡こじ-ココ)=こ｡ここ,コ=｡=｡= = )=工｡二二LE=ノコ二｡ここ-/こて｡こ｢｡=丁｡=丁｡T｡=工｡=工｡ここ｡=｡==｡==｡=工｡==｡』

総　会　宣　言(秦)

北海道腎臓病患者連絡協議会は昭和52年10月1日に､札幌市の｢サッポロハイ

ツ｣において､全道7地域146名の患者会として結成されました｡

31年が過ぎようとしている現在､私たちを取り巻く環境は大きく悪化しつつあ

ります｡

診療報酬の改定では全腎協･道腎協会員の活動により､透析時間区分の復活と

若干の引き上げが実現しましたが､医師･看護師等不足により全道的に透析施設

の閉鎖･透析時間の短縮などが顕著に現われてきました｡又､少子高齢化･財政

再建を題目に各種社会保障制度も後退しつつあります｡

道腎協はこの大変な時代に今までの活動を継続発展させ｢命と暮らしを守る｣

という､患者会の使命に総力を結集し活動を発展させなければなりません｡

ここに第31回定期総会を機に､患者会組織の原点を顧みて､透析医療と社会福

祉の保持に向かって活動していくことを宣言します｡

平成20年6月1日

北海道腎臓病患者連絡協議会

第31回定期総会札幌大会
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若　　若　　若

干1干1干1
名名名名名名

第

1

章

　

総

　

則

(
名
称
及
び
所
在
地
)

第
1
条
　
こ
の
会
の
名
称
は
､
北

海
道
腎
臓
病
患
者
連
絡
協
議

会
と
称
す
る
｡
道
腎
協
と
略

称
し
､
本
文
に
お
い
て
以
下

『
本
会
』
と
記
す
｡

2
　
本
会
の
所
在
地
(
事
務
局
)

は
次
の
と
お
り
｡

札
幌
市
北
区
北
1
 
7
粂
西
2
丁

目

2

-

3

8

-

1

0

1

(
組
　
織
)

第
2
条
　
本
会
は
'
腎
臓
病
患
者

と
そ
の
家
族
を
主
た
る
会
員

と
す
る
『
患
者
会
組
織
』
　
(
原

則
と
し
て
地
域
の
複
数
以
上

の
患
者
団
体
)
　
で
構
成
さ
れ

る
連
絡
協
議
会
と
す
る
｡
ま

た
､
本
会
の
事
業
を
賛
助
す

る
た
め
に
加
入
し
た
特
別
会

員
(
個
人
又
は
団
体
)
を
も
っ

て
構
成
す
る
｡

2
　
本
会
は
社
団
法
人
全
国
腎

臓
病
協
議
会
　
(
略
称
‥
全
腎

協
)
　
及
び
財
団
法
人
北
海
道

難
病
連
(
略
称
‥
道
難
病
連
)

に
加
盟
す
る
｡

3
　
本
会
へ
の
加
入
は
'
『
患
者

全
組
織
』
　
加
入
を
原
則
と

L
t
　
運
営
会
議
の
議
を
経
て

ブ
ロ
ッ
ク
会
議
の
承
認
を
得

て
､
総
会
で
加
入
の
可
否
を

決
定
す
る
｡

第
2
章
　
目
的
及
び
事
業

(
日
　
的
)

第
3
粂
　
本
会
の
目
的
は
次
の
通

り
と
す
る
｡

仙
　
腎
臓
病
患
者
･
家
族
の
医

療
と
権
利
を
守
り
'
式
の
社

会
保
障
制
度
の
確
立
を
め
ざ

す
似
　
腎
臓
病
の
治
療
と
予
防
の

た
め
の
医
療
体
制
お
よ
び
研

究
体
制
の
充
実
と
向
上
を
め

ざ
す

㈱
　
腎
臓
病
患
者
相
互
の
経
験

交
流
と
親
睦
を
図
る

(
事
　
業
)

第
4
条
　
本
会
は
前
条
の
目
的
を

達
成
す
る
た
め
次
の
事
業
を

行
う
｡

仙
　
腎
臓
病
患
者
･
家
族
の
医

療
と
生
活
を
守
り
'
向
上
さ

せ
る
た
め
の
法
的
'
行
政
的
､

医
学
的
要
請
を
関
係
諸
機
関

に
働
き
か
け
る

似
　
必
要
な
汽
料
･
情
報
の
収

集
と
伝
達

㈱
　
広
報
に
関
す
る
事
業

仙
　
加
入
『
患
者
全
組
織
』
間

の
交
流

㈲
　
加
入
『
患
者
全
組
織
』
　
の

強
化
と
未
加
入
患
者
会
の
組

織
化

㈲
　
そ
の
他
の
患
者
･
障
害
者

組
織
な
ど
関
係
団
体
と
の
連

携
川
　
そ
の
他
目
的
を
達
成
す
る

た
め
の
諸
事
業

第
3
章
　
会
　
　
議

(
種
　
別
)

第
5
条
　
本
会
の
会
議
は
次
の
通

り
と
す
る
｡

川

　

総

　

　

会

似
　
ブ
ロ
ッ
ク
会
議

3(紘

運
営
会
議

会
)

第
6
条
　
総
会
は
本
会
の
巌
高
議

決
機
関
で
あ
っ
て
年
一
回
'

前
年
度
会
計
期
間
終
了
後
､

す
み
や
か
に
会
長
が
召
集
開

催
す
る
｡

2
　
総
会
は
全
体
会
議
と
し
､

文
番
に
よ
る
発
言
も
で
き
る
｡

(
臨
時
総
会
)

第
7
条
　
加
入
『
患
者
会
組
続
』

の
3
分
の
1
以
上
の
要
求
が

あ
っ
た
と
き
'
ま
た
は
ブ
ロ
ッ

ク
会
議
が
必
要
と
認
め
た
と

き
は
臨
時
総
会
を
開
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
｡

(
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
)

第
8
粂
　
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
は
会
長

が
召
集
し
､
運
営
会
議
の
構

成
員
及
び
幹
事
な
ら
び
に
会

計
監
査
役
に
よ
り
構
成
さ
れ
､

年
度
に
2
回
以
上
開
催
す
る
｡

2
　
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
は
付
議
事

項
の
ほ
か
に
'
各
『
患
者
全

組
織
』
か
ら
の
懸
案
事
項
等

に
つ
い
て
協
議
決
定
す
る
｡

3
　
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
の
決
定
は

総
会
に
報
告
し
承
認
を
受
け

る
｡

(
運
営
会
議
)

第
9
粂
　
運
営
会
議
は
会
長
､
副

会
長
'
事
務
局
長
'
事
務
局

次
長
'
会
計
と
運
営
委
員
に

よ
り
構
成
さ
れ
る
｡

2
　
運
営
会
議
は
総
会
'
ブ
ロ
ッ

ク
会
議
の
決
定
に
基
づ
き
本

会
の
運
営
に
･
r
Z
任
を
も
つ
執

行
機
関
で
あ
り
'
必
要
に
応

じ
て
会
長
が
召
集
す
る
｡

3
　
運
営
会
議
の
決
定
は
'
次

の
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
に
報
告
し
､

承
認
を
受
け
る
｡

(
会
議
の
議
長
)

第
1
 
0
条
　
本
会
の
会
議
の
議
長
は

そ
の
都
度
'
出
席
者
の
中
か

ら
選
出
す
る
｡

(
会
議
の
運
営
)

第
日
粂
　
本
会
の
会
議
運
営
は
相

互
の
意
見
を
尊
重
し
､
充
分

な
議
論
の
も
と
合
議
を
原
則

と
L
t
　
や
む
な
く
議
決
の
必

要
が
生
じ
た
場
合
は
出
席
者

の
過
半
数
の
賛
成
を
も
っ
て

議
決
L
t
　
可
否
同
数
の
場
合

は
議
長
が
決
す
る
｡

(
会
議
の
付
議
事
項
)

第
1
 
2
条
　
会
議
に
必
ず
付
議
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
事
項
は
次

の
通
り
と
す
る
｡

川
　
規
約
の
改
廃
に
関
す
る
こ

と
物
　
事
菜
計
画
及
び
経
過
報
告

㈱
　
予
算
･
収
支
決
算
へ
会
計
監

査
報
告
(
運
営
会
議
は
除
く
)

㈲
　
役
員
の
選
出
に
関
す
る
こ

と

第

4

車

　

役

　

　

員

(
役
　
員
)

第
1
 
3
粂
　
本
会
の
円
滑
な
運
営
を

図
る
た
め
'
次
の
役
員
を
置

く
｡

川

　

会

　

　

　

長

㈲

　

副

　

会

　

長

1
3
J
　
事
務
局
長

㈲
　
事
務
局
次
長

料

　

会

　

　

計

㈲
　
運
営
委
員

川

　

幹

　

　

　

事

原
則
と
し
て
各
『
患
者
会

組
織
』
か
ら
1
名

㈱
　
会
計
監
査
役

(
役
員
の
任
免
)

第
1
 
4
条
　
前
条
に
お
け
る
幹
事
は
'



各
『
患
者
会
組
織
』
か
ら
推
薦

を
受
け
､
そ
の
他
の
役
員
は

運
営
会
議
の
指
定
し
た
『
患

者
全
組
織
』
か
ら
推
府
を
受

け
'
そ
れ
ぞ
れ
と
も
に
ブ
ロ
ッ

ク
会
議
の
議
を
経
て
､
総
会

に
お
い
て
承
認
決
定
す
る
｡

2
　
前
項
に
お
い
て
､
推
薦
さ

れ
る
そ
の
他
の
役
員
は
'
本

会
の
幹
事
な
ど
の
経
験
を
有

す
る
者
が
望
ま
し
い
0

3
　
運
営
会
議
の
構
成
員
に

欠
員
が
生
じ
た
場
合
の
補
充

は
､
運
営
会
議
の
裁
日
出
に
委

ね
る
も
の
と
す
る
｡

4
　
役
員
の
任
期
は
2
年
と
し
､

再
任
を
妨
げ
な
い
.
ま
た
中

途
補
充
の
役
員
の
任
期
は
前

任
者
の
残
任
期
間
と
す
る
｡

5
　
役
員
の
兼
任
は
出
来
な
い

も
の
と
す
る
｡

6
　
役
員
が
本
会
の
名
誉
を
傷

つ
け
､
ま
た
は
目
的
に
反
す

る
行
鵜
を
し
た
と
き
､
運
営

会
議
の
議
決
に
基
づ
き
退
会

さ
せ
る
事
が
で
き
る
｡

7
　
本
会
に
相
談
役
､
顧
問
を

置
く
こ
と
が
出
来
る
｡
相
談

役
'
顧
問
は
運
営
会
議
が
重

任
す
る
｡

(
役
員
の
任
務
)

第
1
 
5
条
　
会
長
は
､
本
会
の
業
務
を

総
括
L
t
本
会
を
代
表
す
る
｡

2
　
副
会
長
は
､
会
長
を
補
佐

し
会
長
に
解
放
あ
る
場
合
は

そ
の
任
務
を
代
行
す
る
｡

3
　
部
務
局
長
は
'
事
務
局
の

業
務
を
統
括
す
る
と
共
に
､

運
営
会
議
の
議
決
に
基
づ
き
'

そ
の
執
行
に
あ
た
る
｡

4
　
事
務
局
次
長
は
'
却
務
局

長
を
補
佐
し
､
各
種
部
業
の

円
滑
推
進
に
寄
与
す
る
｡

5
　
会
計
は
本
会
の
収
支
状
況

の
経
理
を
行
い
､
総
会
に
お

い
て
会
計
報
告
を
し
､
承
認

を
受
け
る
o

6
　
運
営
委
員
は
運
営
会
議
を

構
成
し
､
活
動
方
針
の
立
案

及
び
'
総
会
'
ブ
ロ
ッ
ク
会

議
の
議
決
し
た
業
務
の
執
行

に
あ
た
る
｡

7
　
幹
事
は
運
営
会
議
の
構
成

員
及
び
会
計
監
査
役
と
と
も

に
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
を
構
成
し
'

地
元
組
織
と
の
連
携
を
保
つ
｡

8
　
会
計
監
査
役
は
'
会
計
年

度
内
に
2
回
'
現
金
出
納
簿
､

関
係
苔
類
を
監
査
し
'
ブ
ロ
ッ

ク
会
議
及
び
'
総
会
に
お
い

て
結
果
を
報
告
す
る
｡

9
　
相
談
役
は
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
､

運
営
会
議
に
対
し
意
見
を
述

べ
る
事
が
で
き
'
顧
問
は
本

会
の
求
め
に
応
じ
て
必
要
な

助
言
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
｡

第
5
章
　
事
務
局

(
事
務
局
)

第
1
 
6
粂
　
本
会
に
事
務
局
を
毘
く

こ
と
が
で
き
る
｡

2
　
却
務
局
員
の
採
用
は
運
営

会
議
で
決
定
す
る
｡

3
　
事
務
局
は
運
営
会
議
の
指

導
の
も
と
に
本
会
の
業
務
を

執
行
す
る
｡

(
蔀
務
局
手
当
)

第
1
 
7
条
　
事
務
局
長
､
事
務
局
員

に
は
事
務
局
手
当
を
支
給
す

る
｡

2
　
事
務
局
手
当
の
支
給
額
は

運
営
会
議
で
決
定
す
る
｡

(
退
職
金
手
当
)

第
1
 
8
粂
　
退
職
給
与
規
程
に
よ

り
'
事
務
局
員
に
退
職
金
を

支
給
す
る
｡
支
給
に
異
議
あ

る
と
き
は
'
運
営
会
議
で
決

定
す
る
｡

第
6
車
　
会
　
　
計

(
財
　
政
)

第
1
 
9
条
　
本
会
の
財
政
は
会
柴
'

寄
付
金
'
そ
の
他
の
収
入
に

よ
っ
て
賄
う
o

(
会
　
費
)

第
2
0
条
　
本
会
の
会
費
は
『
患
者

全
組
織
』
　
の
会
員
-
名
に
つ

き
'
年
額
4
､
2
0
0
円

(
内
訳
‖
道
腎
協
2
､
4
0
0

円
'
全
腎
協
1
'
8
0
0
円
)

と
し
中
途
入
会
者
は
月
割

(
月
額
3
5
0
円
)
　
計
算
と

す
る
｡

2
　
会
費
納
入
は
原
則
と
し
て

新
年
度
の
早
い
時
期
に
す
み

や
か
に
納
入
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
｡

3
　
1
旦
納
入
し
た
会
津
及
び

処
出
金
晶
は
'
収
支
予
算
上
､

こ
れ
を
一
切
返
戻
し
な
い
｡

(
会
計
年
度
)

第
2
 
1
条
　
本
会
の
会
計
年
度
は
晦

年
4
月
1
日
に
始
ま
り
'
翌

年
3
月
3
 
1
日
に
終
わ
る
｡

(
現
金
出
納
簿
及
び
関
係
吉
類
)

第
2
2
条
　
本
会
の
収
支
状
況
を
記

録
し
た
現
金
出
納
簿
､
及
び

関
係
讃
頬
は
総
会
に
お
い
て

会
計
監
査
報
告
を
受
け
'
5

年
間
保
存
し
た
の
ち
'
廃
棄

処
分
と
す
る
｡

第
7
串
　
附
　
　
則

(
規
約
の
改
正
･
廃
止
及
び
規
程
)

第
2
3
条
　
本
会
の
規
約
の
改
廃
は
､

運
営
会
議
で
立
案
検
討
を
経

て
､
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
の
審
議

討
論
を
得
て
'
総
会
に
お
い

て
承
認
決
定
す
る
｡

2
　
改
廃
し
た
規
約
の
効
力
は
､

承
認
決
定
し
た
総
会
年
度
の

始
期
(
4
月
1
日
)
　
に
遡
り

施
行
す
る
｡

3
　
こ
の
規
約
に
基
づ
き
､
各

種
規
程
を
設
け
る
こ
と
が
で

き
る
｡

4
　
各
種
規
程
は
別
に
定
め
る
｡

規
程
の
作
成
'
改
廃
は
運
営

会
議
に
お
い
て
行
い
'
そ
の

内
容
は
､
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
に

023日

報
告
す
る
｡

(
交
通
錐
'
旅
費
'
表
彰
､

腐
弔
､
退
職
給
与
)
C

本
規
約
は
昭
和
5
3
年
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平成20年度役　　員

役職名 倩�kﾂ�地域患者会 噛地名 

会長 ��ﾉ�ｩ{(躋�(札幌) 

副会長 乂ﾈ腦���(釧路) 

′′ 伜(ﾏｹ�ﾘ���(苫小牧) 

′′ 冩h���8爾�(札幌) 

-Tji務局長 ��m嬰h蔗�(札幌) 

郵務局次長 �� 

会計 倅��9z�ﾈ���(札幌) 

運営委員 伜)$ｩj�b�(道南) 

′′ 冉ｹ�ｨ���(小樽) 

′/ ��Y8yuB�(室蘭) 

// ��8ﾊ仆�ﾗ2�(北見) 

′/ ��Yvﾙ�YWb�(十勝) 

/′ 傅�ﾈ自&｢�(札幌) 

/′ 傅ﾉ[ﾙW�k��(旭川) 

幹部 �69]94駝��(札幌) 

/′ 俥(ﾔhﾏR�(札幌) 

′/ 兀�69tH���(小樽) 

′′ 傅ﾈｧﾘﾋI��醴�(十勝) 

/′ 仗�ﾙ$ｨ繒�(旭川) 

′′ 冏��ﾉ~x���(道南) 

′/ ��69{)�ﾂ�(苫小牧) 

′′ ��68ﾏY&｢�(留萌) 

′′ 俘)68ﾏX爾�(紋別) 

′′ 兀�69l鞋b�(稚内) 

′′ ��ｩ69}ｲ�(オホーツク) 

′′ ��I]r�(北見) 

′′ ��ﾉgｸ��(伊達) 

′/ �ﾙnﾉ�8���(釧路) 

′′ �(i�ｨ����(浦河) 

′′ 兀��ｸｴ韈��(室蘭) 

役職名 倩�kﾂ�地域患者会 組搬名 

幹部 仆Igｹ��ﾔ��(静内) 

′/ ���68����(根室) 

′′ 亳ynﾉOﾉ,9z��(岩見沢) 

/′ 亳y68蓼釐���(江別) 

会計監査役 冢ﾉXX�?��(旭川) 

′′ 兀�I�騫ﾘ���(札幌) 

相談役 凭冦闇ｸ蔗�(札幌) 

′′ 冏�I��Tb�(札幌) 

肯年部部長 丶��ﾈ�9nr�(札幌) 

【全腎協派遣役員】

役職名 倩�kﾂ�地域患者会 粗糖名 

理事 倅��9z�ﾈ���(札幌) 

正会員 傅ﾉ[ﾘﾆ洩��(旭川) 

【道難病連派遣役員】

役職名 倩�kﾂ�地域患者会 組地名 

理事 冉ｹ�ｨ���(小樽) 

評議員 冩h���8爾�(札幌) 

′/ 冏�I��Tb�(札幌) 

′′ 傅ﾉ[ﾘﾆ洩��(旭川) 

事業染金委員 俛�m嬰h蔗�(札幌) 

【機関誌編集委員】

編集委員長 兀�I�騫ﾘ���

編集委員 儼9m嬰h蔗�

′′ 亶hﾋHﾔｸﾕﾒ�

′′ 冏�I��Tb�

′′ 倅��9z�ﾈ���
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地域腎友会事務局所在地
会　　　　　名 -T 住　　　　　　　　所 電話番号

旭川　地　方腎友　会 078-8329 旭川市宮前東･H55－30
旭川市障害者福陸センター「おびった」３Ｆ

0166-33-9083

岩　見　沢　腎　友　会
岩見沢市

浦河地　区腎友　会
浦河郡浦河町

江別腎臓病患者会 0()!)-0817 江別市野幌代々木町81－6　　　　　　　渓和会江別病院　透析室内
oii-;iS2-iiii

小樽後志地方腎友会 017-0032 小樽市稲吐1－3－13　　　　小樽ライフクリニック　透厨室内
oi:M-()2-:i827

オホーツク腎友会 網走市

北　見地　方　腎友　会 北見市

釧路地　方　腎友　会 085-0003 釧路市川北町4-17　　　　　　　身体障害者福祉センター内
oir)-i-2a-()()87

札幌腎臓病患者友の会 001-0017 札幌市北区北17条西２丁目2－38
　　　　　　　　サザンアベニュー北大30 I

011-707-(J78E)

静　内　腎　友　会 日高部新ひだか町

伊達地方腎友　会 有珠郡壮瞥町

道　南　腎　友　会 函館市

十勝地方腎　友　会 帯広市

苫　小　牧　腎　友　会 苫小牧市

根　室　腎　友　会 根室市

深　川　腎　友　会 071-0005 深川市５条６冶10り　　　　　　深川市立総合病院　透析室内
OH) 1-22-1101

室蘭地方腎　友　会 050-0083
室蘭市東町２－１－６

　　　　室蘭市障害＆総合福祉センター内
OI･i;i-15-68-H)

紋別地　方　腎　友　会
紋別郡遠軽町

留萌地方水無人腎友会 077-0011 留萌市東雲町2TUi
　　　　　　　　留ほ

番
市立病院　透析室内

016･トI9-I0U

稚内地　方腎友　会 097-0022
稚内市中火４丁目11番６吟

　　　　　　　　稚内r忖立病院　透析室内
OI62-32-813･I

士　別　腎　友　会 095-00↓1 士別市東山町3029 ifr地１
　　　　　　市立士別総合病院　透析室内

01()r)-23-216()

三　笠　腎　友　会 三笠市

富　良　野　腎　友　会 076一〇〇57 富良野di住吉町１盾30吟
　　　　　　　　富良野協会病院　透析室内

0167-23-2181

小　清　水　腎　友　会 斜里郡清里町

名寄心立病院腎友会 名寄市

北海道腎臓病患者連絡協議会 001-0017 札幌市北区北17条西２丁目2－38
　　　　　　　　サザンアベニュー北大101

01卜7･17-0217

㈹全国腎臓病協議会 170-0( 02
東京都豊島区巣鴨１丁目20盾９弓

　　　　　　　　喘鳴フアーストビル３階
03-5395-2631
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